
閑人詩話
河上肇

青空文庫





　
佐
藤
春
夫
の
車
塵
集
を
見
る
と
、
「
杏
花
一
孤
村
、
流
水
数
間
屋
、
夕
陽
不

見
人
、
牯
牛
麦
中
宿
」
と
い
ふ
五
絶
を
、

　
　
　
杏





咲
く
さ
び
し
き
田
舎

　
　
　
川
添
ひ
や
家
を
ち
こ
ち

　
　
　
入
日
さ
し
人
げ
も
な
く
て

　
　
　
麦
畑
に
ね
む
る
牛
あ
り

と
訳
し
て
あ
る
が
、
「
家
を
ち
こ
ち
」
は
ど
う
か
と
思
ふ
。
原
詩
に
い
ふ
数
間

の
屋
は
、
三
間
か
四
間
か
の
小
さ
な
一
軒
の
家
を
指
し
た
も
の
に
相
違
な
か
ら

う
。
古
く
は
陶
淵
明
の
「
園
田
の
居
に
帰
る
」
と
題
す
る
詩
に
、
「
拙
を
守
つ

て
園
田
に
帰
る
、
方
宅
十
余
畝
、
草
屋
八
九
間
」
云
々
と
あ
る
は
、
人
の
よ
く

知
る
と
こ
ろ
。
ま
た
蘇
東
坡
の
詩
に
い
ふ
と
こ
ろ
の
「
東
坡
数
間
の
屋
」
、
乃

至
、
陸
放
翁
の
詩
に
い
ふ
と
こ
ろ
の
「
仕
宦
五
十
年
、
終
に
熱
官
を
慕
は
ず
、

年

齢

八
十
を
過
ぎ
、
久
く
已
に
一
棺
を
弁
ず
、
廬
を
結
ぶ
十
余
間
、
身
を
著
け

て
海
の
寛
き
が
如
し
」
と
い
ふ
の
類
、
「
間
」
は
い
づ
れ
も
室
の
意
で
あ
り
、

草
屋
八
九
間
、
東
坡
数
間
屋
、
結
廬
十
余
間
は
、
み
な
間
数





を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
杏
花
一
孤
村
流
水
数
間
屋
に
し
て
も
、
川
添
ひ
に
小
さ
な
家
が
一
軒
あ

る
と
解
し
て
少
し
も
差
支
な
い
が
、
車
塵
集
は
何
が
故
に
数
間
の
屋
を
数
軒
の

家
と
解
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
専
門
家
が
こ
ん
な
こ
と
を
誤
解
す
る
筈
も
な
か

ら
う
が
。

　
「
遠
近
皆
僧
刹
、
西
村
八
九
家
」
、
こ
れ
は
郭
祥
正
の
詩
、
「
春
水
六
七
里
、

夕
陽
三
四
家
」
、
こ
れ
は
陸
放
翁
の
詩
。
こ
れ
ら
こ
そ
は
家
を
ち
こ
ち
で
あ
ら

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
孟
浩
然
集
を
見
る
と
、
五
言
絶
句
は
僅
に
十
九
首
し
か
残
つ
て
居
な
い
が
、

唐
詩
選
に
は
そ
の
中
か
ら
二
首
採
つ
て
あ
る
。
し
か
し
私
は
取
り
残
し
て
あ
る

「
建
徳
江
に
宿
す
」
の
詩
が
、
十
九
首
の
中
で
一
番
好
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
か

う
云
ふ
の
だ
。

　
　
　
移
舟
泊
烟
渚
　
　
　
　
舟
を
移
し
て
烟
渚
に
泊
せ
ば
、

　
　
　
日
暮
客
愁
新
　
　
　
　
日
暮
れ
て
客
愁
新
た
な
り
。

　
　
　
野
曠
天
低
樹
　
　
　
　
野
曠
う
し
て
天



樹
に
低

れ
、

　
　
　
江
清
月
近
人
　
　
　
　
江
清
う
し
て
月
人
に
近
し
。

　
小
杉
放
庵
の
『
唐
詩
及
唐
詩
人
』
に
は
、
こ
の
詩
の
起
句
を
「
烟
渚
に
泊

す

」

と
読
み
切
つ
て
あ
り
、
結
句
を
「
月
人
に
近

づ

く

」
と
読
ま
せ
て
あ
る
。
し
か

し
私
は
、
「
烟
渚
に
泊

せ

ば

」
と
読
み
続
け
た
く
、
ま
た
「
月
人
に
近

し

」
と
、

月
を
静
か
な
も
の
に
し
て
置
き
た
い
。

　
な
ほ
野
曠
天
低
樹
は
、
舟
の
中
か
ら
陸
上
を
望
ん
だ
景
色
で
あ
り
、
そ
こ
の

樹
は
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
野
原
の
果
て
に
あ
る
樹
な
の
で
、
遥
に
人
に
遠
い
。

（
近
け
れ
ば
野
曠
し
と
云
ふ
こ
と
に
な
ら
な
い
。
）
次
に
江
清
月
近
人
の
方
は
、

舟
の
中
か
ら
江
を
望
ん
だ
景
色
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
江
清
し
と
云
ふ
は
、
昼
間

見
た
時
は
濁
つ
て
ゐ
た
の
に
、
今
は
月
光
の
た
め
浄
化
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら

う
。
月
は
も
ち
ろ
ん
明
月
で
、
盥





の
や
う
に
大
き
く
、
ひ
ど
く
近
距
離
に
感
じ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
明
月
に
対
し
、
月
が
近
い
と
は
感
じ
て
も
、
月
が
自

分
の
方
へ
近
づ
い
て
来
る
と
感
じ
〔
た
〕
こ
と
は
な
い
。
で
月
人
に
近
し
と
読
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み
、
月
人
に
近
づ
く
と
読
む
こ
と
を
欲
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
孟
浩
然
の
詩
で
唐
詩
選
に
載
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
は
七
首
あ
る
が
、
そ
の
何

れ
に
も
現
れ
て
居
な
い
特
徴
が
、
全
集
を
見
る
と
眼
に
映
じ
て
来
る
。
そ
れ
は

同
じ
文
字
が
一
つ
詩
の
中
に
重
ね
用
ひ
ら
れ
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
例

へ
ば
「
友
人
の
京
に
之
く
を
送
る
」
と
題
す
る
五
絶
に
、
次
の
や
う
な
の
が
あ

る
。

　
　
　
君
登
青
雲
去
　
　
　
　
君
は
青
雲
に
登
り
て
去
り
、

　
　
　
余
望
青
山
歸
　
　
　
　
余



は
青
山
を
望
ん
で
帰
る
。

　
　
　
雲
山
從
此
別
　
　
　
　
雲
山
こ
れ
よ
り
別
か
る
、

　
　
　
涙
濕
薜
蘿
衣
　
　
　
　
涙
は
湿
す
薜
蘿





の
衣





。

　
僅
か
二
十
字
の
う
ち
、
青
雲
青
山
雲
山
と
同
じ
字
が
三
つ
も
重
な
つ
て
ゐ
る

が
、
そ
の
重
な
り
方
が
お
も
し
ろ
い
。
吾
々
は
少
し
も
不
自
然
を
感
ぜ
ず
、
却

て
特
殊
の
味
ひ
を
覚
え
る
。

　
以
下
重
字
の
例
を
列
記
し
て
見
る
。

　
　
朝
游
訪
名
山

、
山

遠
在
空
翠
。
（
尋
香
山
湛
上
人
）

　
　
悠
悠
清
江
水

、
水

落
沙
嶼
出
。
（
登
江
中
孤
嶼
）

　
　
鴛
鴦
鸂
※
満
沙

頭

、
沙

頭

日
落
沙

磧
長
、
金
沙

耀
耀
動
飆
光
。
（
鸚
鵡
洲

　
　
送
王
九
遊
江
左
）

　
　
売
薬
来
西
村

、
村

烟
日
云
夕
。
（
山
中
逢
道
士
）

　
　
煙
波
愁
我
心

、
心

馳
茅
山
洞
。
（
宿
揚
子
津
）

　
　
余
亦
乗
舟
帰
鹿

門

、
鹿

門

月
照
開
煙
樹
。
（
夜
帰
鹿
門
歌
）

　
　
山
公
常
酔
習
家
池

、
池

辺
釣
女
自
相
随
。
（
高
陽
池
送
朱
二
）

　
　
翻
向
此
中
牧
征

馬

、
征

馬

分
飛
日
漸
斜
。
（
同
上
）

　
　
傲
吏

非
凡
吏

、
名
流

即
道
流

。
（
梅
道
士
水
亭
）

　
　
払
衣
去
何
処
、
高
枕
南

山
南

。
（
京
還
贈
張
維
）

　
　
河

県
柳
林
辺
、
河

橋
晩
泊
船
。
（
臨
渙
裴
明
府
席
遇
張
十
一
房
六
）

　
　
県
城
南
面
漢
江

流
、
江

嶂
開
成
南
雍
州
。
（
登
安
陽
城
楼
）

　
　
異
俗

非
郷
俗

、
新
年

改
故
年

。
（
薊
門
看
灯
）

　
　
試
登
秦

嶺
望
秦

川
。
（
越
中
送
張
少
府
帰
秦
中
）

　
拾
つ
て
見
れ
ば
こ
の
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
ぬ
が
、
残
つ
て
ゐ
る
詩
が
極
め
て

少
い
の
で
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
で
も
特
に
目
に
着
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
絶
句
や
律
詩
で
は
、
例
へ
ば
李
太
白
の
「
一

叫
一

廻
腸
一

断
、
三

春
三

月
隠

三

巴
」
の
如
く
、
王
勃
の
「
九

月
九

日
望
郷
台
、
他

席
他

郷
送
客
杯
」
や
「
故

人
故

情
懐
故

宴
、
相

望
相

思
不
相

見
」
の
如
く
、
高
青
邱
の
「
渡

水

復
渡

水

、

看

花

還
看

花

、
春
風
江
上
路
、
不
覚
到
君
家
」
の
如
く
、
王
安
石
の
「
水

南
水

北
重

重

柳
、
山

後
山

前
処

処

梅
、
未
即
此
身
随
物
化
、
年
年
長
趁
此
時
来
」
の

如
く
、
ま
た
陸
放
翁
の
「
不

飢
不

寒
万
事
足
、
有

山
有

水
一
生
閑
、
朱
門
不
管

渠
痴
絶
、
自
愛
茅
茨
三
両
間
」
の
如
く
、
一
句
中
に
同
字
を
用
ひ
る
は
差
支
な

き
も
、
一
首
中
に
句
を
別
に
し
て
同
字
を
重
ね
用
ひ
る
は
、
原
則
と
し
て
厭
む

べ
き
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
同
字
の
重
畳
に
よ
つ
て
却
て
用
語
の
妙
を

発
揮
せ
る
例
も
少
く
な
い
。

　
前
に
掲
げ
た
孟
浩
然
の
送
友
人
之
京
と
題
せ
る
五
絶
の
如
き
は
、
そ
の
適
例
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の
一
つ
で
あ
る
が
、
文
同
（
晩
唐
）
の
望
雲
楼
と
題
す
る
次
の
五
絶
の
如
き
も
、

各
句
に
楼
字
を
重
ね
用
ひ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
特
殊
の
味
を
出
し
て
居
る
と
思

は
れ
る
。

　
　
　
巴
山
樓

之
東
　
　
　
　
巴
山
は
楼
の
東
、

　
　
　
秦
嶺
樓

之
北
　
　
　
　
秦
嶺
は
楼
の
北
。

　
　
　
樓

上
捲
簾
時
　
　
　
　
楼
上
簾
を
捲
く
の
時
、

　
　
　
滿
樓

雲
一
色
　
　
　
　
楼
に
満
つ
雲
一
色
。

　
家
鉉
翁
（
晩
唐
）
の
寄
江
南
故
人
と
題
す
る
次
の
詩
も
、
や
は
り
同
字
の
重

畳
に
面
白
味
が
あ
る
。

　
　
　
曾
向
錢

唐

住
　
　
　
　
曾
て
銭
唐
に
向
つ
て
住
し
、

　
　
　
聞
鵲
憶
蜀

郷
　
　
　
　
鵲
を
聞
い
て
蜀
郷
を
憶
ひ
き
。

　
　
　
不
知
今
夕
夢
　
　
　
　
知
ら
ず
今
夕
の
夢
、

　
　
　
到

蜀

到

錢

唐

　
　
　
　
蜀
に
到
る
か
銭
唐
に
到
る
か
。

　
銭
唐
は
今
の
浙
江
省
の
銭
塘
で
、
即
ち
江
南
で
あ
り
、
蜀
は
今
の
四
川
省
に

当
る
北
地
。
向
つ
て
は
於
い
て
と
云
ふ
に
同
じ
。
作
者
は
今
、
郷
里
の
蜀
地
に

も
居
ら
ず
、
ま
た
曾
て
住
み
た
る
銭
塘
に
も
居
ら
ず
、
却
て
友
人
の
銭
塘
に
在

る
を
憶
へ
る
の
で
あ
る
。

　
張
文
姫
（
鮑
参
軍
妻
）
渓
口
雲
詩
に
い
ふ
、
溶
溶
渓

口
雲
、
纔
向
渓

中

吐
、

不
復
帰
渓

中

、
還
作
渓

中

雨
（
溶
々
た
る
渓
口
の
雲
、
纔
に
渓
中
に
向
つ
て
吐

く
。
復
び
渓
中
に
帰
ら
ず
、
還
た
渓
中
の
雨
と
作
る
。
）
こ
れ
も
亦
た
重
字
の

妙
を
得
た
も
の
と
云
へ
る
。

　
ま
た
鄭
谷
の
淮
上
与
友
人
別
詩
に
い
ふ
、
揚
子
江

頭
楊

柳
春
、
楊

花
愁
殺
渡

江

人
、
数
声
風
笛
離
亭
晩
、
君
向

瀟
湘
我
向

秦
と
。
江
字
、
楊
字
、
向
字
各
〻

重
出
し
て
却
て
詩
美
を
成
す
。

　
白
楽
天
の
憶
江
柳
詩
、
ま
た
同
じ
。
曾
栽
楊
柳
江

南

岸

、
一
別
江

南

両
度
春
、

遥
憶
青
青
江

岸

上
、
不
知
攀
折
是
何
人
。

　
以
上
の
例
と
違
ひ
、
わ
ざ
と
ら
し
く
同
字
を
重
ね
た
も
の
は
、
概
し
て
鼻
に

つ
く
。
次
に
若
干
の
例
を
挙
げ
て
見
る
。

　
　
　
　
亂
後
曲
江
　
　
　
　
　
王
駕

　
　
　

　
　
　
憶
昔
曾
遊

曲
水
濱
未
春

長
有
探
春

人

遊

春

人

盡
空
池
在
直
至
春

深
不
似

　
　
　
春

　
　
　
（
憶
ふ
昔
し
曾
て
曲
水
の
浜





に
遊
ぶ
や
、
未
だ
春
な
ら
ざ
る
に
長





へ
に

　
　
　
春
を
探
る
の
人
有
り
し
に
、
春
に
遊
ぶ
の
人
尽
き
て
空
く
池
在
り
、
直

　
　
　
ち
に
春
の
深
き
に
至
り
て
春
に
似
ず
。
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
古
意
　
　
　
　
　
王
駕

　
　
　

　
　
　
夫

戍
蕭
關
妾

在
呉
西
風
吹
妾

妾

憂
夫

一
行
書
信
千
行
涙
寒
到

君
邊
衣
到

　
　
　
無

　
前
の
詩
に
は
春
字
五
、
遊
、
人
の
二
字
は
各
〻
二
、
後
の
詩
に
は
妾
字
五
、

夫
、
到
の
二
字
が
各
〻
二
、
重
複
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
た
め
に
特
別
の
味
が
出
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て
ゐ
る
と
は
思
は
れ
な
い
。

　
　
　
　
春
夜
　
　
　
　
　
劉
象

　
　
　

　
　
　
幾
處

兵
戈
阻
路
岐
憶
山

心
切
與
山

違
時
難
何
處

披
懷
抱
日

日

日

斜
空
醉

　
　
　
歸

　
　
　
（
幾
処
か
兵
戈
路
岐
を
阻
て
、
山
を
憶
ふ
心
切
に
し
て
山
と
違
ふ
。
時

　
　
　
難
に
し
て
何
れ
の
処
か
懐
抱
を
披
か
ん
、
日
々
日
斜
に
し
て
空
く
酔
う

　
　
　
て
帰
る
。
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
春
夜
　
　
　
　
　
劉
象

　
　
　

　
　
　
一
別
杜
陵
歸
未
期
祇
憑
魂
夢
接
親
和
近
來
欲
睡

兼
難
睡

夜

夜

夜

深
聞
子

　
　
　
規

　
　
　
（
一
た
び
杜
陵
に
別
れ
て
帰
る
こ
と
未
だ
期
な
く
、
祇

だ
魂
夢
に
憑
り

　
　
　
て
親
和
に
接
す
。
近
来
睡
ら
ん
と
す
る
も
兼
て
睡
り
難
く
、
夜
々
夜
深

　
　
　
け
て
子
規
を
聞
く
。
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
曉
登
迎
春
閣
　
　
　
　
　
劉
象

　
　
　

　
　
　
未
櫛
憑
欄
眺
錦
城
煙
籠
萬
井
二
江
明
香
風
滿

閣
花
滿

樹

樹

樹

樹

梢
啼
曉

　
　
　
鶯

　
　
　
（
未
だ
櫛
ら
ず
欄
に
憑
り
て
錦
城
を
眺
め
ば
、
煙
は
万
井
を
籠
め
て
二

　
　
　
江
明
か
な
り
。
香
風
閣
に
満
ち
花
は
樹
に
満
ち
、
樹
々
樹
梢
に
暁
鶯
啼

　
　
　
く
。
）

　
私
は
以
上
の
三
首
、
い
づ
れ
も
甚
だ
好
ま
な
い
。
殊
に
第
二
首
は
甚
だ
嫌
で

あ
る
。
次
に
掲
げ
る
方
秋
崖
以
下
の
も
の
も
、
私
は
み
な
好
ま
な
い
。

　
　
　
　
梅
花
　
　
　
　
　
方
秋
崖

　
　
　

　
　
　
有
梅

無
雪

不
精
神
有
雪

無
詩

俗
了
人
薄
暮
詩

成
天
又
雪

與
梅

併
作
十
分

　
　
　
春
（
雪
字
三
、
梅
、
詩
、
有
、
無
の
四
字
は
各
〻
二
）

　
　
　
（
梅
あ
る
も
雪
な
く
ん
ば
精
神
な
ら
ず
、
雪
あ
る
も
詩
な
く
ん
ば
人
を

　
　
　
俗
了
す
。
薄
暮
詩
成
り
て
天
又
た
雪
ふ
り
、
梅
と
併
せ
て
十
分
の
春
を

　
　
　
作

す
。
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
野
外
　
　
　
　
　
蔡
節
齋

　
　
　

　
　
　
松

裏
安
亭
松

作
門
看
書
松

下
坐
松

根
閑
來
又
倚
松

陰
睡
淅
瀝
松

聲
繞
夢

　
　
　
魂
（
松
字
六
）

　
　
　
（
松
裏
に
亭
を
安
ん
じ
松
を
門
と
作

し
、
書
を
松
下
に
看
て
松
根
に
坐

　
　
　
す
。
閑
来
又
た
松
陰
に
倚
り
て
睡
れ
ば
、
淅
瀝
た
る
松
声
夢
魂
を
繞
る

　
　
　
。
）
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吉
祥
探
花
　
　
　
　
　
蔡
君
謨

　
　
　

　
　
　
花

未

全
開
月

未

圓
看
花

待
月

思
依
然
明
知
花

月

無
情

物
若
使
多
情

更
可

　
　
　
憐
（
花
、
月
の
二
字
は
各
〻
三
、
未
、
情
の
二
字
は
各
〻
二
）

　
　
　
（
花
未
だ
全
開
せ
ず
月
未
だ
円
か
な
ら
ず
、
花
を
看
、
月
を
待
つ
の
思

　
　
　
ひ
依
然
。
明
か
に
知
る
花
月
は
無
情
の
物
な
る
を
、
若
し
多
情
な
ら
し

　
　
　
め
ば
更
に
可
憐
な
ら
ん
。
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
凭
欄
　
　
　
　
　
蒙
齋

　
　
　

　
　
　
幾
度
凭
欄
約
夜

深

夜

深

情
緒
不
如

今

如

今

強
倚
闌
干
立
月
滿

空
階
霜
滿

　
　
　
林
（
夜
、
深
、
如
、
今
、
滿
の
五
字
各
〻
重
出
）

　
　
　
（
幾
度
か
欄
に
凭
り
て
夜
深
を
約
す
、
夜
深
う
し
て
情
緒
今
に
如
か
ず
、

　
　
　
如
今
強
ひ
て
闌
干
に
倚
り
て
立
て
ば
、
月
は
空
階
に
満
ち
霜
は
林
に
満

　
　
　
つ
。
）

　
ど
の
詩
も
ど
の
詩
も
俗
で
、
詩
と
い
ふ
ほ
ど
の
も
の
に
な
つ
て
居
な
い
。

　
　
　
賀
蘭
溪
上
幾

株
松
南
北
東
西
有
幾

峯
買
得
住
來
今
幾

日
尋
常
誰
與
坐
從

　
　
　
容

　
　
　
（
賀
蘭
渓
上
幾
株
の
松
、
南
北
東
西
幾
峰
か
有
る
、
買
ひ
得
て
住
し
来

　
　
　
た
る
今
幾
日
、
尋
常
誰
と
与
に
か
坐
し
て
從
容
。
）

　
こ
れ
は
王
安
石
の
詩
、
三
た
び
幾
字
を
重
用
し
て
不
思
議
に
目
立
た
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
無
責
任
な
る
漢
詩
訳
解
の
一
例
。
続
国
訳
漢
文
大
成
、
蘇
東
坡
詩
集
、
巻
四
、

三
〇
八
　
九
頁
、
註
釈
者
、
釈
清
潭
。

　
　
　
　
「
書
李
世
南
所
畫
秋
景

　
　
　

　
　
　
野
水
參
差
落
漲
痕
　
　
　
　
野
水
参
差
と
し
て
漲
痕
落
つ
、

　
　
　
疎
林
攲
倒
出
霜
根
　
　
　
　
疎
林
攲
倒
し
て
霜
根
出
づ
、

　
　
　
扁
舟
一
櫂
歸
何
處
　
　
　
　
扁
舟
一
櫂
何
の
処
に
帰
る
、

　
　
　
家
在
江
南
黄
葉
邨
　
　
　
　
家
は
江
南
黄
葉
の
邨
に
在
り
、

　
　
　
﹇
詩
意
﹈
野
水
は
東
西
南
北
参
差
と
し
て
、
何





も
漲
痕
が
落
ち
て
あ
る
、

　
　
　
其
の
上
の
疎
林
は
攲
倒
の
形
を
為
し
て
霜
根
を
露
出
す
る
、
扁
舟
は
舟

　
　
　
人
一
櫂
し
て
何





の
処
に
帰
る
や
を
知
ら
ず
、
察
す
る
に
江
南
黄
葉
邨
に

　
　
　
帰
る
の
で
あ
ら
う
、
其
の
方
向
に
舟
は
進
み
つ
つ
あ
る
、

　
　
　
﹇
字
解
﹈
（
一
）
参
差
　
不
斉
の
貌
、
詩
経
に
参
差
荇
菜
と
あ
る
、

　
　
　
（
二
）
一
櫂
　
一
棹
に
作
る
本
あ
り
、
」

　
こ
れ
な
ど
は
巻
中
ま
だ
ま
し
な
方
で
あ
る
が
、
有
名
な
詩
だ
か
ら
先
づ
之
を

見
本
に
写
し
出
し
て
見
た
。
詩
意
と
し
て
書
き
付
け
て
あ
る
文
章
は
、
中
学
生

の
答
案
と
し
て
も
恐
ら
く
落
第
点
で
あ
ら
う
。
文
章
の
よ
し
あ
し
は
別
と
し
て
、

「
漲
痕
」
と
は
何
の
こ
と
か
、
「
漲
痕
が
落
ち
て
あ
る
」
と
は
ど
う
い
ふ
意
味

か
、
「
疎
林
が
攲
倒
の
形
を
為
す
」
と
は
何
の
こ
と
か
、
「
舟
人
が
一
櫂
す
る
」

と
は
ど
ん
な
事
を
す
る
の
か
、
こ
れ
で
は
総
て
解
釈
に
な
つ
て
居
な
い
。
こ
ん
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な
日
本
文
が
分
か
る
や
う
な
ら
、
何
も
国
訳
本
を
必
要
と
し
な
い
で
あ
ら
う
。

不
親
切
な
註
釈
も
あ
つ
た
も
の
だ
。

　
長
い
詩
は
写
し
取
る
の
が
面
倒
だ
か
ら
、
絶
句
だ
け
に
つ
い
て
、
も
少
し
見

本
を
並
べ
て
見
よ
う
。

　
　
　
　
「
與
王
郎
夜
飮
井
水

　
　
　

　
　
　
呉
興
六
月
水
泉
温
　
　
　
　
呉
興
六
月
水
泉
温
な
り
、

　
　
　
千
頃
菰
蒲
聚
鬬
蚊
　
　
　
　
千
頃
の
菰
蒲
鬬
蚊
を
聚
む
、

　
　
　
此
井
獨
能
深
一
丈
　
　
　
　
此
の
井
独
り
能
く
深
き
こ
と
一
丈
、

　
　
　
源
龍
如
我
亦
如
君
　
　
　
　
源
竜
我
の
如
く
亦
君
の
如
し
、

　
　
　
﹇
詩
意
﹈
呉
興
の
六
月
は
水
泉
温
か
で
あ
る
、
千
頃
の
菰
蒲
に
鬬
蚊
が

　
　
　
集
る
、
此
の
井
は
独
り
深
き
こ
と
一
丈
、
源
竜
我
の
如
く
亦
君
の
如
く

　
　
　
で
あ
る
、
」

　
こ
れ
だ
け
の
説
明
で
こ
の
詩
の
意
味
が
分
か
る
つ
も
り
な
の
で
あ
ら
う
か
。

そ
も
そ
も
筆
者
自
身
が
こ
の
詩
を
理
解
し
得
た
の
で
あ
ら
う
か
。
　
　
今
一
つ
。

　
　
　
　
「
南
堂
五
首
（
其
五
）

　
　
　
掃
地
焚
香
閉
閣
眠
　
　
　
　
地
を
掃
ひ
香
を
焚
き
閣
を
閉
ぢ
て
眠
る
、

　
　
　
簟
紋
如
水
帳
如
煙
　
　
　
　
簟
紋
水
の
如
く
帳
は
煙
の
如
し
、

　
　
　
客
來
夢
覺
知
何
處
　
　
　
　
客
来
り
て
夢
覚
め
知
る
何
れ
の
処
ぞ
、

　
　
　
挂
起
西
窗
浪
接
天
　
　
　
　
挂
起
す
れ
ば
西
窓
浪
天
に
接
す
、

　
　
　
﹇
詩
意
﹈
地
を
掃
ひ
香
を
焚
き
閣
を
閉
ぢ
て
眠
る
、
簟
紋
は
冷
水
の
如

　
　
　
く
に
て
帳
帷
は
煙
の
如
く
で
あ
る
、
客
来
の
声
を
聞
い
て
夢
よ
り
覚
め

　
　
　
て
客
は
何
処
ぞ
と
云
う
て
、
挂
起
す
れ
ば
西
窓
の
外
は
浪
が
天
に
接
す

　
　
　
る
勢
で
あ
る
、

　
　
　
﹇
字
解
﹈
（
一
）
簟
紋
　
夏
日
に
敷
い
て
坐
す
る
具
、
（
二
）
帳
如
煙

　
　
　
　
太
白
の
詩
、
碧
紗
如
煙
隔
窓
語
と
、
李
義
山
の
詩
、
水
紋
簟
滑
鋪
牙

　
　
　
牀
と
、
」

　
世
間
に
名
の
知
れ
た
漢
詩
人
で
あ
り
な
が
ら
、
平
気
で
こ
ん
な
こ
と
を
書
き

並
べ
て
居
る
の
は
、
不
思
議
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
漢
詩
を
日
本
読
み
に
す
る
の
は
、
簡
単
な
こ
と
の
や
う
で
、
実
は
読
む
人
の

当
面
の
詩
に
対
す
る
理
解
の
程
度
や
、
そ
の
人
の
日
本
文
に
対
す
る
神
経
の
鋭

鈍
な
ど
に
よ
つ
て
左
右
さ
れ
、
自
然
、
同
じ
詩
で
も
人
に
よ
つ
て
読
み
方
が
違

ふ
。

　
日
本
人
の
作
る
漢
詩
は
之
を
日
本
読
み
に
す
る
場
合
の
調
子
に
重
き
を
置
く

べ
き
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
私
は
、
（
こ
の
種
の
考
に
つ
い
て
は
、
い
づ
れ
項

を
別
に
し
て
述
べ
る
、
）
総
じ
て
漢
詩
の
日
本
流
の
読
み
方
に
つ
い
て
色
々
な

注
文
を
有
つ
。
次
に
思
ひ
付
く
ま
ま
を
少
し
述
べ
て
見
よ
う
。

　
漆
山
又
四
郎
訳
註
の
唐
詩
選
（
岩
波
文
庫
本
）
に
は
、
李
白
の
越
中
懐
古
を
、

次
の
如
く
読
ま
せ
て
あ
る
。

　
　
　
越
王
勾
踐
破
呉
歸
　
　
　
　
越
王
勾
践
　
呉
を
破
り
て
帰
る

　
　
　
義
士
還
家
盡
錦
衣
　
　
　
　
義
士
家
に
還
り
て
尽
く
錦
衣
な

り

。

　
　
　
宮
女
如
花
滿
春
殿
　
　
　
　
宮
女
は

花
の
如
く
春



殿


に
満

つ

　
　
　
只
今
惟
有
鷓
鴣
飛
　
　
　
　
只
今
惟
鷓
鴣
の
飛
ぶ
有

る

の

み

。
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私
は
か
う
し
た
句
読
の
切
り
方
に
も
賛
成
せ
ず
、
そ
れ
に
何
よ
り
も
全
体
の

調
子
が
ひ
ど
く
拙
い
と
思
ふ
。
「
義
士
家
に
還
り
て
尽
く
錦
衣
な

り

、
」
私
は

こ
ん
な
文
章
を
好
ま
な
い
。
「
宮
女
は

花
の
如
く
云
々
、
」
何
故
、
前
の
句
で

は
「
義
士
は
」
と
読
ま
ず
に
、
こ
の
句
だ
け
「
宮
女
は
」
と
読
ま
せ
た
の
で
あ

ら
う
。
「
錦
衣
な
り
」
「
春
殿
に
満
つ
」
と
現
在
に
読
む
の
も
い
け
な
い
。
ま

た
春



殿


に
満
つ
は
間
違
で
あ
ら
う
。
こ
こ
の
春



殿


は
、
論
語
に
「
暮
春
に
は
春

服
既
に
成
り
云
々
」
と
あ
る
場
合
な
ど
と
同
じ
く
、
春
は
殿
の
形
容
詞
で
あ
る
。

春
満
殿
と
な
つ
て
居
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
強
ひ
て
満
春
殿
を
「
春
殿






に
満
つ
」

な
ど
と
読
ま
す
必
要
は
絶
対
に
な
い
。
「
惟
鷓
鴣
の
飛
ぶ
有
る
の

み

」
も
、
私

は
そ
の
調
子
を
好
ま
な
い
。
私
は
全
体
の
詩
を
次
の
や
う
に
読
む
。

　
　
　
越
王
勾
践
、
呉
を
破
り
て
帰
る
や
、

　
　
　
義
士
家
に
還
り
て
尽
く
錦
衣
、

　
　
　
宮
女
花
の
如
く
春
殿







に
満
ち
し
か
ど
、

　
　
　
只
今
惟
だ
鷓
鴣
の
飛
ぶ
有
り
。

　
平
野
秀
吉
著
唐
詩
選
全
釈
お
よ
び
簡
野
道
明
著
唐
詩
選
詳
説
に
は
、
第
二
句

を
「
義
士
家
に
還
り
て
尽
く
錦
衣
す
」
と
読
ま
し
て
あ
る
が
、
こ
こ
は
普
通
の

場
合
と
違
ひ
、
呼
吸
が
第
二
句
か
ら
第
三
句
へ
一
気
に
続
い
て
居
る
の
だ
か
ら
、

錦
衣
な
り
と
か
錦
衣
す
と
云
ふ
や
う
な
悪
調
子
を
避
け
、
た
だ
錦
衣
と
名
詞
の

ま
ま
で
打
ち
留
め
、
更
に
第
三
句
を
「
春
殿
に
満
ち
し
か
ど
」
と
過
去
形
に
読

ま
せ
、
そ
の
過
去
形
へ
第
二
句
を
も
持
た
せ
掛
く
べ
き
で
あ
り
、
か
く
し
て
始

め
て
全
体
の
詩
の
意
味
が
日
本
文
と
し
て
通
じ
易
く
な
り
、
調
子
も
そ
の
方
が

却
て
好
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
同
じ
く
唐
詩
選
に
あ
る
李
商
隠
の
夜
雨
寄
北
と
題
す
る
詩
は
、
岩
波
文
庫
本

で
は
次
の
や
う
に
読
ま
せ
て
あ
る
が
、
私
は
こ
の
読
み
方
に
も
服
し
か
ね
る
。

　
　
　
君
問
歸
期
未
有
期
　
　
　
　
君
に

に
帰
期
を
問

ふ

に

未
だ
期
あ
ら
ず

　
　
　
巴
山
夜
雨
漲
秋
池
　
　
　
　
巴
山
の
夜
雨
秋
池
に
漲
る
。

　
　
　
何
當
共
翦
西
牕
燭
　
　
　
　
何



か
当
に
共
に
西
牕
の
燭
を
剪
り

　
　
　
卻
話
巴
山
夜
雨
時
　
　
　
　
却
つ
て
巴
山
夜
雨
の
時
を
話



る
べ
き
か

。

　
　
　

　
私
は
嘗
て
未
決
監
に
居
た
時
こ
の
詩
を
読
ん
で
、
実
に
い
い
詩
だ
と
感
じ
た

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
私
は
起
句
を
「
君
に

帰
期
を
問

ふ

に

」
な
ど
と
読
ま
ず
、

「
君
は

帰
期
を
問

へ

ど

も

」
と
読
む
。
文
庫
本
に
は
、
「
北
は
北
地
に
在
る
者

の
意
、
君
は
北
地
に
在
る
者
を
指
す
」
と
註
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
に
相

違
な
い
け
れ
ど
も
、
私
は
も
つ
と
具
体
的
に
、
こ
こ
の
君
は
細
君
の
こ
と
だ
と

解
す
る
。
北
は
長
安
を
指
す
も
の
に
相
違
な
い
。
当
時
作
者
は
任
に
巴
蜀
の
地

に
赴
き
、
細
君
は
長
安
に
留
守
居
し
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
細
君
か
ら
、
い

つ
頃
帰
る
か
と
い
ふ
、
夫
の
帰
り
を
待
ち
侘
び
た
手
紙
が
来
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
「
君
は
帰
期
を
問
へ
ど
も
未
だ
期
あ
ら
ず
」
と
云
つ
た
の
で
、
そ

れ
を
「
君
に
帰
期
を
問
ふ
に
未
だ
期
あ
ら
ず
」
な
ど
と
読
ん
で
は
、
全
く
駄
目

に
な
る
。
原
文
も
君
問
と
な
つ
て
を
り
、
問
君
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
ら
、

何
も
強
ひ
て
君
に
問
ふ
と
読
む
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
君
は
帰
期
を
問
へ
ど
も
未
だ
期
あ
ら
ず
。
」
私
は
未
決
監
で
こ
の
句
を
読

ん
で
、
実
に
身
に
染
む
思
ひ
が
し
た
。
未
だ
期
あ
ら
ず
と
云
ふ
こ
と
は
、
実
に

あ
は
れ
深
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
細
君
か
ら
の
手
紙
を
見
て
、
そ
ぞ
ろ
に
あ
は
れ
を
感
じ
た
時
は
、

丁
度
秋
の
夜
で
、
し
か
も
雨
が
し
と
し
と
と
降
つ
て
居
た
の
で
あ
る
。
牕
を
開

け
ば
巴
山
は
雨
に
隠
れ
、
軒
前
の
池
に
は
盛
ん
に
水
が
溢
れ
て
ゐ
る
。
作
者
は

此
の
景
に
対
し
此
の
時
の
情
を
実
に
忘
れ
難
き
も
の
に
感
じ
た
。
そ
こ
で
何
当

共
剪
西
牕
燭
却
話
巴
山
夜
雨
時
と
詠
じ
た
の
で
あ
り
、
か
く
解
し
て
こ
そ
、
こ

れ
ら
の
句
が
実
に
生
き
生
き
と
し
た
も
の
に
な
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ

れ
を
「
何



か
当



に
共
に
西
牕
の
燭
を
剪

り
て
、
却





て
巴
山
夜
雨
の
時
を
話



る
べ

き
」
と
読
む
。
（
陳
延
傑
の
『
陸
放
翁
詩
鈔
注
』
に
は
放
翁
の
詩
「
何
当
出
清

詩
、
千
古
続
遺
唱
」
に
註
し
て
、
「
何
当
、
何
時
也
、
李
商
隠
詩
、
何
当
共
剪

西
窓
燭
」
と
し
て
あ
る
。
も
し
之
に
従
へ
ば
何
当
を
い
つ
か
と
読
ま
す
こ
と
に

な
ら
う
。
）
文
庫
本
に
は
「
巴
山
夜
雨
の
時
を
話
る
べ
き
か

」
と
読
ま
し
て
あ

る
が
、
何



か

当
に
云
々
と
続
い
て
居
る
の
だ
か
ら
、
「
話
る
べ
き
か

」
の
「
か
」

は
蛇
足
で
あ
り
、
こ
の
蛇
足
の
た
め
に
調
子
は
ひ
ど
く
崩
れ
る
。
簡
野
道
明
本

に
は
、
こ
れ
を
「
何



か
当
に
共
に
西
牕
の
燭
を
剪
り
て
、
却
つ
て
巴
山
夜
雨
を

話

す
る
時

な

る

べ

き

」
と
読
ま
せ
、
「
坊
本
に
巴
山
夜
雨
の
時
を
話
す
と
訓
読

す
る
は
非
な
り
。
何
時
の
二
字
を
分
け
て
、
転
結
二
句
の
上
と
下
と
へ
置
い
た

の
で
あ
る
。
」
と
註
し
て
あ
る
が
、
私
は
之
に
従
ふ
こ
と
を
欲
し
な
い
。
し
と

し
と
と
雨
ふ
る
秋
の
夜
、
細
君
か
ら
来
た
手
紙
を
手
に
し
て
巴
山
に
対
し
た
其

の

時

の
感
じ
、
そ
れ
を
互
に
手
を
取
つ
て
話
し
合
ふ
こ
と
の
出
来
る
の
は
、
何

時

の
頃
の
こ
と
で
あ
ら
う
ぞ
、
と
感
歎
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
私
は
敢
て
「
巴

山
夜
雨
の
時
を
話



る
べ
き
」
と
読
み
た
く
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
「
共
に
云
々
」
と
云
ふ
の
は
、
細
君
と
手
を
取
つ
て
の
意
。
共
に
西
牕
の
燭

を
剪
り
て
な
ど
い
ふ
言
葉
は
、
極
め
て
親
し
き
間
柄
を
示
し
、
あ
か
の
他
人
を

指
し
た
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
。
「
却
て
云
々
」
と
云
ふ
は
、
身
は
長
安
に
帰

り
な
が
ら
心
は
遠
く
巴
蜀
の
地
に
馳
せ
て
の
意
。
い
づ
れ
も
只
だ
調
子
の
た
め

に
置
か
れ
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

　
な
ほ
巴
山
夜
雨
の
四
字
は
、
同
じ
字
が
第
二
句
と
第
四
句
と
に
重
ね
用
ひ
ら

れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
必
然
の
重
複
で
あ
り
、
か
か
る
重
複
に
よ
つ
て
、
今
の

情
景
を
将
来
再
び
ま
ざ
ま
ざ
と
想
ひ
い
だ
す
で
あ
ら
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
居

る
の
で
あ
り
、
お
の
づ
か
ら
ま
た
、
当
時
作
者
は
西
牕
に
燭
を
剪
つ
て
此
の
詩

を
賦
し
た
で
あ
ら
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
訳
で
も
あ
る
。

　
私
は
以
上
の
如
く
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
今
も
尚
ほ
、
こ
の
詩
は
稀
に

見
る
い
い
絶
句
だ
と
思
つ
て
ゐ
る
。

　
小
杉
放
庵
の
『
唐
詩
及
唐
詩
人
』
は
、
李
商
隠
の
詩
四
首
を
採
録
し
居
れ
ど

も
、
遂
に
こ
の
詩
を
採
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
漢
詩
を
日
本
読
み
に
す
る
場
合
、
送
り
仮
名
の
当
不
当
は
、
往
々
に
し
て
死

活
の
問
題
と
な
る
。
例
へ
ば
、
唐
詩
選
の
岩
波
文
庫
本
に
は
、
岑
参
の
詩
を
、

　
　
　
東
去
長
安
萬
里
餘
　
　
　
　
東
の
か
た
長
安
を
去
る
万
里
余
り

　
　
　
故
人
那
惜
一
行
書
　
　
　
　
故
人
那
ぞ
惜

ま

ん

一
行
の
書
。

　
　
　
玉
關
西
望
腸
堪
斷
　
　
　
　
玉
関
西
望
す
れ
ば
腸
断
ゆ
る
に
堪
へ
た
り

　
　
　
況
復
明
朝
是
歳
除
　
　
　
　
況
や
復
た
明
朝
是
れ
歳
除
な
る
を
や
。

と
読
ま
し
て
あ
る
が
、
こ
の
詩
の
第
二
句
は
「
故
人
那
ぞ
惜

ま

ん

」
で
は
な
く
、

「
故
人
那
ぞ
惜

む

や

」
で
あ
る
。
「
惜
む
や
」
を
「
惜
ま
ん
」
と
読
む
だ
け
で
、

こ
こ
で
は
全
体
の
意
味
が
全
く
駄
目
に
な
る
。
岑
参
の
こ
の
詩
は
「
玉
関
に
て

長
安
の
李
主
簿
に
寄
す
」
と
題
せ
る
も
の
で
、
詩
中
に
故
人
と
云
へ
る
は
即
ち
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李
主
簿
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
友
人
か
ら
一
向
に
手
紙
が
来
な
い
た
め
に
、

「
故
人
那
ぞ
一
行
の
書
を
す
ら
惜
む
や
」
と
訴
へ
た
の
で
あ
る
。

　
絶
句
の
第
二
句
は
承
句
と
称
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
起
句
を
承
け
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
絶
句
を
日
本
読
み
に
す
る
際
に
は
、
多
く
の
場
合
、
第
一
句
は
之

を
読
み
切
り
に
し
な
い
方
が
よ
い
。
例
へ
ば
、
前
に
掲
げ
た
孟
浩
然
の
詩
、

　
　
　
移
舟
泊
烟
渚
　
　
　
　
舟
を
移
し
て
烟
渚
に
泊

せ

ば

、

　
　
　
日
暮
客
愁
新
　
　
　
　
日
暮
れ
て
客
愁
新
た
な
り
。

　
　
　
野
曠
天
低
樹
　
　
　
　
野
曠
う
し
て
天



樹
に
低

れ
、

　
　
　
江
清
月
近
人
　
　
　
　
江
清
う
し
て
月
人
に
近
し
。

に
し
て
も
、
既
に
書
い
て
お
い
た
や
う
に
、
小
杉
放
庵
の
『
唐
詩
及
唐
詩
人
』

に
は
、
起
句
を
「
舟
を
移
し
て
烟
渚
に
泊

す

」
と
読
み
切
つ
て
ゐ
る
が
、
私
は

「
烟
渚
に
泊
せ

ば

」
と
次
の
句
へ
読
み
続
け
た
方
が
い
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
舟
を
移
し
て
烟
渚
に
泊
す

　
　
　
日
暮
れ
て
客
愁
新
た
な
り

と
云
ふ
の
と
、

　
　
　
舟
を
移
し
て
烟
渚
に
泊
せ
ば

　
　
　
日
暮
れ
て
客
愁
新
た
な
り

と
云
ふ
の
と
で
は
、
ち
よ
つ
と
し
た
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
私
は
感
じ
が
非
常
に

違
ふ
と
思
ふ
。

　
や
は
り
前
に
掲
げ
た
同
じ
く
孟
浩
然
の
詩
、

　
　
　
君
登
青
雲
去
　
　
　
　
君
は
青
雲
に
登
り
て
去

り

、

　
　
　
余
望
青
山
歸
　
　
　
　
余



は
青
山
を
望
み
て
帰
る
。

　
　
　
雲
山
從
此
別
　
　
　
　
雲
山
こ
れ
よ
り
別
か
る
、

　
　
　
涙
濕
薜
蘿
衣
　
　
　
　
涙
は
湿
す
薜
蘿





の
衣





。

を
見
る
に
、
殊
に
こ
の
場
合
に
は
、
起
承
二
句
が
対
句
に
な
つ
て
居
る
か
ら
、

ぜ
ひ
「
君
は
青
雲
に
登
り
て
去

り

」
と
、
次
へ
読
み
続
け
る
や
う
に
し
た
い
も

の
で
あ
る
。
概
し
て
二
句
対
偶
を
成
せ
る
も
の
は
、
ど
ん
な
所
に
置
か
れ
て
居

よ
う
と
、
（
律
詩
に
あ
つ
て
は
、
第
三
句
と
第
四
句
、
第
五
句
と
第
六
句
が
、

い
つ
で
も
対
句
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
さ
う
云
つ
た
場
合
で
も
、
）
大
概
は
二
つ

の
句
を
読
み
続
け
た
方
が
よ
く
な
つ
て
居
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
同
じ
や
う
な
例
を
今
一
つ
挙
げ
て
置
か
う
。
幸
田
露
伴
校
閲
と
し
て
あ
る
岩

波
文
庫
本
の
李
太
白
詩
選
を
見
る
と
、
越
女
詞
五
首
の
第
五
を
、

　
　
　
鏡
湖
水
如
月
　
　
　
　
鏡
湖
、
水
月
の
如

し

、

　
　
　
耶
溪
女
如
雪
　
　
　
　
耶
渓
、
女
雪
の
如
し
。

　
　
　
新
粧
蕩
新
波
　
　
　
　
新
粧
、
新
波
蕩
く
、

　
　
　
光
景
兩
奇
絶
　
　
　
　
光
景
、
両
つ
な
が
ら
奇
絶
。

と
読
ま
し
て
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
、
第
一
句
は
「
月
の
如

く

」
と
し

て
、
呼
吸
を
第
二
句
ま
で
続
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
私
は
全
体
の
詩
を
、
「
鏡

湖
の
水
は
月
の
如

く

、
耶
渓
の
女
は
雪
の
如
し
。
新
粧
新
波
に
蕩

き

、
光
景
両

つ
な
が
ら
奇
絶
。
」
と
読
む
。
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既
に
こ
の
越
女
詞
に
も
そ
の
例
を
見
る
や
う
に
、
第
一
句
と
第
二
句
と
を
読

み
続
け
る
と
同
じ
関
係
が
、
ま
た
屡
〻
第
三
句
と
第
四
句
と
の
間
に
存
す
る
。

一
例
を
挙
ぐ
れ
ば
、
李
太
白
の
有
名
な
早
発
白
帝
城
の
詩
は
、
岩
波
文
庫
本
を

見
る
と
、

　
　
　
朝
辭
白
帝
彩
雲
間
　
　
　
　
朝
に
白
帝
を
辞
す
彩
雲
の
間
、

　
　
　
千
里
江
陵
一
日
還
　
　
　
　
千
里
の
江
陵
一
日
に
還
る
。

　
　
　
兩
岸
猿
聲
啼
不
住
　
　
　
　
両
岸
猿
声
啼
い
て
住

ま

ら

ず

、

　
　
　
輕
舟
已
過
萬
重
山
　
　
　
　
軽
舟
已
に
過
ぐ
万
重
の
山
。

と
読
ま
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
も
、
第
三
句
は
や
は
り
「
両
岸
の
猿
声
啼
い

て
住



ま

ら

ざ

る

に

」
と
読
ん
で
、
呼
吸
を
そ
の
ま
ま
結
句
ま
で
続
け
た
い
と
思

ふ
。

　
以
上
述
べ
た
所
に
当
て
は
ま
る
例
を
、
更
に
二
つ
だ
け
掲
げ
て
お
く
。

　
　
　
　
早
行
　
　
　
　
　
劉
子
翬

　
　
　

　
　
　
村
鷄
已
報
晨
　
　
　
　
村
鶏
已
に
晨
を
報

じ

、

　
　
　
曉
月
漸
無
色
　
　
　
　
暁
月
漸
く
色
無
し
。

　
　
　
行
人
馬
上
去
　
　
　
　
行
人
馬
上
に
去

り

、

　
　
　
殘
燈
照
空
驛
　
　
　
　
残
灯
空
駅
を
照
せ
り
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
曉
霽
　
　
　
　
　
司
馬
光

　
　
　

　
　
　
夢
覺
繁
聲
絶
　
　
　
　
夢
覚
め
て
繁
声
絶

え

、

　
　
　
林
光
透
隙
來
　
　
　
　
林
光
隙
を
透
し
て
来
た
る
。

　
　
　
開
門
驚
烏
鳥
　
　
　
　
門
を
開
き
て
烏
鳥
を
驚

か

せ

ば

、

　
　
　
餘
滴
墮
蒼
苔
　
　
　
　
余
滴
蒼
苔
に
堕
ち
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
漢
詩
を
日
本
読
み
に
す
る
に
つ
い
て
の
注
意
の
続
き
。

　
漢
詩
を
日
本
読
み
に
す
る
場
合
、
動
詞
の
過
去
形
は
、
時
に
よ
り
絶
対
に
必

要
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
唐
詩
選
に
あ
る
趙
※
の
江
楼
書
感
を
、
岩
波
文
庫
本
で

は
、

　
　
　
獨
上
江
樓
思
渺
然
　
　
　
　
独
り
江
楼
に
上
り
て
思
ひ
渺
然
、

　
　
　
月
光
如
水
水
連
天
　
　
　
　
月
光
水
の
如
く
水
天
に
連
る
。

　
　
　
同
來
翫
月
人
何
處
　
　
　
　
同
く
来
り
て
月
を
翫

ぶ

の
人
何
れ
の
処
ぞ
、

　
　
　

　
　
　
風
景
依
稀
似
去
年
　
　
　
　
風
景
依
稀
と
し
て
去
年
に
似
た
り
。

と
読
ま
せ
て
あ
る
が
、
「
翫
ぶ

」
は
「
翫
び

し

」
と
読
ま
せ
な
け
れ
ば
、
結
句

が
活
き
な
い
。

　
場
合
に
よ
つ
て
は
、
推
量
の
助
動
詞
を
使
ふ
こ
と
が
ま
た
必
要
で
あ
る
。
例

へ
ば
、
同
じ
く
唐
詩
選
に
あ
る
李
益
の
汴
河
曲
を
、
岩
波
文
庫
本
で
は
、

　
　
　
汴
水
東
流
無
限
春
　
　
　
　
汴
水
東
流
す
限
り
な
き
の
春
、

　
　
　
隋
家
宮
闕
已
成
塵
　
　
　
　
隋
家
の
宮
闕
已
に
塵
と
成
る
。

　
　
　
行
人
莫
上
長
堤
望
　
　
　
　
行
人
長
堤
に
上
り
て
望
む
こ
と
莫
れ
、

12閑人詩話



　
　
　
風
起
楊
花
愁
殺
人
　
　
　
　
風
起
れ

ば
楊
花
人
を
愁
殺
す

。

と
読
ま
せ
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
結
句
は
「
風
起
ら

ば
楊
花
人
を
愁
殺
せ

ん

」
と

読
ま
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
か
う
し
た
例
は
、
拾
ひ
出
し
て
来
れ
ば
際
限
な
く
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
今
一

つ
、
陸
放
翁
の
詞
（
こ
れ
は
詩
で
な
く
謂
は
ゆ
る
詩
余
で
あ
る
）
を
一
首
だ
け

掲
げ
て
お
く
。
こ
の
一
首
に
は
丁
度
、
推
量
の
助
動
詞
と
過
去
動
詞
と
を
用
ふ

べ
き
句
が
、
前
後
に
ふ
く
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
小
院
蠶
眠
春
欲
老
　
　
　
　
小
院
蚕
眠
り
て
春
老
い
ん
と
し
、

　
　
　
新
巣
燕
乳
花
如
掃
　
　
　
　
新
巣
燕
乳
し
て
花
掃
け
る
が
如
し
。

　
　
　
幽
夢
錦
城
西
　
　
　
　
幽
か
に
夢
む
錦
城
の
西
、

　
　
　
海
棠
如
舊
時
　
　
　
　
海
棠
旧
時
の
如

く

な

ら

ん

。

　
　
　
當
年
眞
草
草
　
　
　
　
当
年
真
に
草
々
、

　
　
　
一
櫂
還
呉
早
　
　
　
　
一
櫂
呉
に
還
る
こ
と
早
く
、

　
　
　
題
罷
惜
春
詩
　
　
　
　
惜
春
の
詩
を
題
し
罷
め
ば
、

　
　
　
鏡
中
添
鬢
絲
　
　
　
　
鏡
中
鬢
糸
添

ひ

に

し

か

。

　
右
は
私
が
試
に
読
ん
で
見
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
詞
は
作
者
が
錦
城
（
成
都
）

に
居
た
頃
の
思
ひ
出
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
四
句
は
「
海
棠
旧
時
の

如

し

」
と
読
ん
で
は
な
ら
ず
、
必
ず
「
旧
時
の
如

く

な

ら

ん

」
と
推
量
の
助
動

詞
を
用
ふ
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
結
句
は
「
鏡
中
鬢
糸
添

ふ

」
と
現
在
に
せ
ず
、

「
鬢
糸
添

ひ

に

し

」
と
過
去
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
漢
詩
を
読
ん
で
味
ふ
の
は
い
い
が
、
韻
字
平
仄
に
骨
を
折
り
、
支
那
人
の
真

似
を
し
て
、
自
分
で
漢
詩
を
作
る
の
は
、
詰
ら
ぬ
話
だ
、
と
云
つ
た
説
が
往
々

に
し
て
あ
る
。
（
今
記
憶
し
て
ゐ
る
の
で
は
、
い
つ
か
日
夏
耿
之
助
が
そ
ん
な

事
を
書
い
て
ゐ
た
し
、
小
杉
放
庵
の
『
唐
詩
及
唐
詩
人
』
に
も
、
そ
ん
な
こ
と

が
書
い
て
あ
る
。
）
し
か
し
私
は
一
概
に
之
に
賛
成
し
な
い
。
現
に
私
自
身
が
、

近
頃
は
平
仄
を
調
べ
た
り
、
韻
を
踏
ん
だ
り
し
て
、
漢
詩
の
真
似
事
を
し
て
ゐ

る
。
私
は
そ
れ
を
必
ず
し
も
馬
鹿
々
々
し
い
事
と
は
思
は
な
い
。

　
何
故
漢
詩
の
真
似
事
を
す
る
の
か
？
（
真
似
事
と
云
ふ
の
は
謙
遜
で
は
な
い
、

そ
の
意
味
は
段
々
に
述
べ
る
。
）

　
何
よ
り
も
の
理
由
は
、
漢
字
と
漢
文
調
と
が
自
分
の
思
想
感
情
を
表
現
す
る

に
最
も
適
当
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
な
ら
仮
名
混
り
に

し
て
も
よ
さ
さ
う
な
も
の
だ
が
、
仮
名
を
混
ぜ
る
と
眼
で
見
た
感
じ
が
甚
だ
面

白
く
な
い
。
で
、
ど
う
せ
漢
字
の
使
用
に
重
き
を
置
く
な
ら
、
仮
名
混
り
に
せ

ず
漢
字
ば
か
り
に
し
て
見
た
い
と
い
ふ
要
求
が
生
じ
、
ど
う
せ
漢
字
ば
か
り
に

す
る
の
な
ら
、
一
応
支
那
人
の
試
み
た
漢
詩
の
形
態
に
拠
つ
て
見
よ
う
、
と
云

ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
一
応
は
漢
詩
の
形
態
を
取
つ
て
見
て
も
、
吾
々
は
之
を
棒
読
み
に
す

る
の
で
は
な
く
、
日
本
流
に
読
む
の
だ
か
ら
、
音
律
の
関
係
か
ら
支
那
で
発
達

し
た
色
々
な
作
詩
上
の
規
則
を
、
一
々
遵
守
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
が
日
本

の
詩
と
し
て
、
日
本
読
み
に
す
る
た
め
に
、
日
本
人
の
作
る
漢
詩
の
特
徴
た
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
元
来
漢
字
の
発
音
は
支
那
で
も
上
下
数
千
年
の
間
に
少
か
ら
ぬ
変
化
を
し
て

居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
代
の
支
那
人
で
も
、
例
へ
ば
唐
の
時
代
の
作
者
が
人

に
読
ん
で
貰
ふ
つ
も
り
で
居
た
や
う
な
発
音
で
、
唐
詩
を
読
ん
で
ゐ
る
訳
で
は
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な
い
。
（
現
に
唐
韻
は
二
百
六
部
に
分
か
れ
て
ゐ
た
の
に
、
宋
韻
は
僅
に
一
百

六
部
と
な
つ
て
ゐ
る
。
以
て
発
音
の
変
化
の
著
し
き
も
の
あ
る
を
推
知
す
べ
き

で
あ
る
。
）
支
那
人
で
す
ら
さ
う
で
あ
る
か
ら
、
現
代
の
日
本
人
が
唐
詩
の
平

仄
や
押
韻
や
そ
の
他
の
事
を
細
々
と
取
調
べ
、
出
来
る
だ
け
唐
詩
に
近
い
も
の

を
作
ら
う
と
し
、
漢
詩
を
作
る
な
ら
ば
唐
詩
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
風
に

苦
心
す
る
の
は
、
（
森
槐
南
の
如
き
は
、
か
う
し
た
考
を
堅
持
し
て
居
た
や
う

で
あ
る
が
、
）
一
種
の
懐
古
趣
味
と
し
て
以
外
に
、
そ
ん
な
に
意
義
の
あ
る
こ

と
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

　
例
へ
ば
律
詩
を
作
る
と
い
ふ
以
上
、
普
通
の
入
門
書
に
書
い
て
あ
る
程
度
の
、

平
仄
の
規
則
、
押
韻
の
規
則
、
対
偶
の
規
則
を
守
る
位
の
こ
と
は
、
一
応
は
避

け
が
た
き
こ
と
で
あ
ら
う
。
し
か
し
更
に
そ
れ
よ
り
進
ん
で
、
例
へ
ば
韻
を
踏

ま
な
い
句
の
最
後
の
字
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
そ
れ
を
た
だ
仄
字
に
す
る
だ
け
で

満
足
せ
ず
、
第
一
聯
で
は
そ
れ
が
入
声
の
字
で
あ
つ
た
か
ら
、
第
二
聯
で
は
入

声
以
外
の
上
声
な
り
去
声
な
り
の
字
を
用
ふ
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
第
三
聯
は
、

も
し
第
二
聯
で
上
声
の
字
を
用
ひ
た
と
す
れ
ば
、
ぜ
ひ
去
声
の
字
を
用
ひ
ね
ば

な
ら
ぬ
と
云
ふ
風
に
、
細
か
く
四
声
の
使
ひ
分
け
を
す
る
所
ま
で
立
ち
入
り
、

唐
代
の
詩
人
が
音
律
の
上
に
費
し
た
で
あ
ら
う
や
う
な
様
々
の
苦
心
を
、
千
載

を
距
て
た
今
日
、
全
く
言
語
を
異
に
す
る
異
邦
人
た
る
日
本
人
が
、
一
々
細
か

に
吟
味
し
て
、
そ
れ
ら
を
ば
自
分
の
作
る
詩
の
上
に
出
来
得
る
か
ぎ
り
再
現
し

よ
う
な
ど
と
努
力
す
る
こ
と
は
、
特
別
の
専
門
家
は
別
と
し
て
、
普
通
の
人
に

と
つ
て
は
全
く
意
味
の
な
き
徒
労
で
あ
ら
う
。

　
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
従
来
漢
詩
を
作
る
人
が
誰
で
も
気
に
し
て
来
た
平
仄
の
規

則
な
ど
も
、
場
合
に
よ
つ
て
は
、
無
視
し
て
差
支
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
そ
れ

が
昭
和
の
日
本
人
の
作
る
漢
詩
の
心
得
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
風
に
私
は
考
へ
る
。

　
例
へ
ば
西
郷
南
洲
の
逸
題
に
、

　
　
　
幾
歴
辛
酸
志
始
堅
　
　
　
　
幾
た
び
か
辛
酸
を
歴
て
志
始
め
て
堅
し
、

　
　
　
丈
夫
玉
碎
慚
甎

全

　
　
　
　
丈
夫
玉
砕
、
甎
全






を
慚
づ
。

　
　
　
吾
家
遺
法
人
知
否
　
　
　
　
我
が
家
の
遺
法
、
人
知
る
や
否
や
、

　
　
　
不
爲
兒
孫
買
美
田
　
　
　
　
児
孫
の
為
め
に
美
田
を
買
は
ず
。

と
云
ふ
の
が
あ
り
、
甎
全
は
瓦
全
と
し
た
い
と
こ
ろ
を
、
平
仄
の
関
係
で
仄
字

の
瓦
を
避
け
た
の
だ
が
、
日
本
人
が
日
本
人
に
読
ん
で
貰
ふ
つ
も
り
で
書
か
れ

た
も
の
な
ら
、
こ
こ
な
ど
は
平
仄
の
規
則
を
破
つ
て
、
吾
々
の
耳
に
慣
れ
た
瓦

全
を
用
ふ
る
方
が
よ
く
、
そ
れ
に
玉
砕
に
対
し
て
瓦
全
と
い
ふ
言
葉
は
あ
る
が
、

甎
全
な
ど
い
ふ
成
語
は
な
い
筈
で
も
あ
る
。

　
同
じ
く
南
洲
の
偶
成
七
絶
に
、

　
　
　
大
聲
呼
酒
坐
高
樓
　
　
　
　
大
声
酒
を
呼
ん
で
高
楼
に
坐
し
、

　
　
　
豪
氣
將
呑
五
大
州
　
　
　
　
豪
気
将
に
呑
ま
ん
と
す
五
大
州
。

　
　
　
一
寸
丹
心
三
尺
劍
　
　
　
　
一
寸
の
丹
心
、
三
尺
の
剣
、

　
　
　
揮

劍

先
試
佞
奸
頭
　
　
　
　
剣
を
揮
つ
て
先
づ
試
み
ん
佞
奸
の
頭
。

と
云
ふ
の
が
あ
り
、
之
に
対
し
、
結
句
の
揮
剣
は
平
仄
が
合
は
ぬ
か
ら
、
仄
字

の
剣
に
代
ふ
る
に
平
字
の
刀
を
以
て
す
べ
し
、
な
ど
と
批
評
し
て
ゐ
る
漢
詩
人

が
あ
る
は
、
私
は
甚
だ
不
服
で
あ
る
。
こ
れ
を
日
本
読
み
に
す
る
場
合
、
「
一

寸
の
丹
心
三
尺
の
剣
、
剣
を
揮
つ
て
」
と
剣
が
続
く
か
ら
こ
そ
、
言
葉
の
勢
が

あ
る
の
で
あ
り
、
仮
に
そ
の
点
を
無
視
し
て
も
、
こ
こ
は
剣
字
を
重
ね
用
ひ
ね

ば
詩
に
な
ら
な
い
。
平
仄
が
合
つ
て
も
合
は
な
く
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
問
題

に
す
る
必
要
は
な
い
。
私
は
さ
う
考
へ
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
そ
ん
な
事
を
云
ふ
の
な
ら
、
初
め
か
ら
平
仄
な
ど
全
然
問
題
に

し
な
い
が
い
い
で
は
な
い
か
、
と
云
ふ
人
も
あ
ら
う
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
も
い

い
の
だ
。
し
か
し
一
応
平
仄
を
合
は
せ
て
お
け
ば
、
支
那
人
が
棒
読
み
に
し
て

見
て
も
、
平
仄
が
合
つ
て
居
な
い
の
よ
り
、
何
程
か
調
子
が
好
く
な
る
で
あ
ら

う
か
ら
、
元
来
は
支
那
人
に
読
ん
で
貰
ふ
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
は
な
く

と
も
、
一
応
は
平
仄
の
規
則
を
無
視
し
な
い
方
が
よ
か
ら
う
。
私
は
そ
れ
位
に

考
へ
て
ゐ
る
。

　
元
来
漢
字
は
象
形
文
字
で
、
ロ
ー
マ
字
や
日
本
の
仮
名
と
全
然
文
字
の
性
格

を
異
に
し
て
居
り
、
音
を
耳
に
伝
へ
る
こ
と
の
外
に
、
文
字
の
形
を
眼
で
見
て

貰
ふ
こ
と
を
要
求
し
て
ゐ
る
文
字
な
の
で
あ
る
。
日
、
月
、
山
、
川
等
の
文
字

を
始
め
、
半
ば
絵
に
な
つ
て
ゐ
る
場
合
も
少
く
な
く
、
愁
、
悲
、
涙
、
泪
な
ど

は
、
そ
の
偏



に
一
々
意
味
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
で
、
日
本
人
が
こ
の
漢
字
と
絶

縁
す
れ
ば
と
も
か
く
、
之
を
日
用
文
字
と
し
て
ゐ
る
限
り
、
紙
に
書
い
た
場
合

に
漢
字
の
有
つ
特
殊
な
味
、
そ
の
美
し
さ
な
ど
か
ら
無
感
覚
に
な
る
訳
に
行
か

ず
、
従
つ
て
ま
た
、
微
妙
な
感
覚
や
美
し
さ
な
ど
を
尊
ぶ
詩
に
あ
つ
て
は
、
仮

名
混
り
で
な
し
に
漢
字
ば
か
り
並
べ
て
見
た
い
と
云
ふ
要
求
が
起
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。
（
象
形
文
字
と
音
符
文
字
と
全
く
性
格
の
異
つ
た
両
様
の
文

字
を
混
用
し
た
日
本
文
は
、
眼
に
映
じ
る
所
が
非
常
に
き
た
な
い
。
私
は
こ
ん

な
き
た
な
い
文
字
は
他
に
な
か
ら
う
と
さ
へ
思
つ
て
ゐ
る
。
）
日
本
人
の
漢
詩

に
対
す
る
要
求
の
一
半
は
そ
こ
か
ら
起
つ
て
ゐ
る
。

　
私
は
以
上
の
如
く
考
へ
て
ゐ
る
か
ら
、
専
門
の
漢
詩
人
が
見
た
ら
、
ま
る
で

規
則
は
づ
れ
で
詩
に
な
つ
て
居
な
い
、
と
嗤
ふ
で
あ
ら
う
や
う
な
も
の
、
あ
る

ひ
は
支
那
人
に
見
せ
た
な
ら
、
調
子
の
ひ
ど
く
拙
い
も
の
だ
、
と
批
評
す
る
で

あ
ら
う
や
う
な
も
の
を
、
平
気
で
作
つ
て
居
る
が
、
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、

他
方
で
は
、
こ
れ
を
日
本
読
み
に
す
る
場
合
の
読
み
方
や
調
子
な
ど
に
、
（
こ

れ
は
支
那
人
に
全
く
分
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
、
）
頗
る
重
き
を
置
い
て
居
る
の

で
あ
る
。

　
眼
で
見
た
と
こ
ろ
は
支
那
人
の
詩
と
同
じ
や
う
に
漢
字
ば
か
り
で
出
来
て
居

る
が
、
そ
の
発
音
、
そ
の
読
み
方
は
全
然
日
本
読
み
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
の
が

日
本
人
の
作
る
、
日
本
人
の
作
り
得
る
、
ま
た
日
本
人
が
作
つ
て
見
て
意
義
の

あ
る
、
日
本
の
漢
詩
で
あ
る
。
そ
れ
は
野
口
米
次
郎
が
作
つ
た
英
語
の
詩
の
や

う
な
、
外
国
の
詩
で
は
な
い
。
そ
れ
は
支
那
の
詩
で
は
な
く
、
和
歌
俳
句
な
ど

と
同
じ
範
疇
に
属
す
る
日
本
の
詩
の
一
体
で
あ
る
。
一
切
は
そ
こ
を
標
準
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
こ
を
標
準
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
初
め
て
昭
和
の
日

本
人
が
漢
詩
を
作
る
と
云
ふ
こ
と
に
意
義
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
私
の
我
流
の
見
解
で
あ
る
。
誰
も
こ
ん
な
こ
と
を
言
つ
た
の
を
、
今

ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
私
は
こ
の
我
流
に
相
当
の
自
信
を
有
つ
て
ゐ

る
。
言
ひ
足
ら
ぬ
こ
と
は
、
項
を
改
め
て
更
に
補
足
す
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
小
杉
放
庵
の
『
唐
詩
及
唐
詩
人
』
に
は
、
次
の
や
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。

　
　
「
友
人
の
話
だ
が
、
明
治
の
初
年
支
那
通
の
岸
田
吟
香
が
、
あ
ち
ら
で
知

　
　
り
会
ひ
の
文
人
達
と
、
日
本
の
詩
に
つ
い
て
話
を
し
た
折
の
思
ひ
付
き
で
、

　
　
梁
川
星
巌
そ
の
他
日
本
で
の
有
名
な
詩
人
の
作
共
の
中
に
、
あ
ち
ら
の
無

　
　
名
人
の
作
を
加
へ
て
、
わ
ざ
と
作
者
の
名
を
除
い
て
、
試
に
彼
ら
に
見
せ

　
　
た
と
こ
ろ
、
み
な
其
の
無
名
人
の
分
を
採
つ
た
。
そ
こ
で
吟
香
が
、
か
ゝ

　
　
る
内
容
貧
弱
な
詩
の
何
処
が
よ
ろ
し
い
の
か
と
訊
ね
た
。
彼
等
の
答
は
一

　
　
様
に
、
無
名
人
の
分
は
と
も
か
く
吟
誦
に
耐
へ
る
、
星
巌
等
の
は
成
る
ほ

　
　
ど
意
味
は
面
白
か
ら
う
が
、
何
分
下
品
な
調
子
で
賛
成
で
き
ぬ
と
云
ふ
理
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由
で
あ
つ
た
。
（
中
略
）
韻
字
平
仄
は
、
こ
の
吟
誦
を
音
楽
的
な
ら
し
む

　
　
可
く
備
は
つ
て
ゐ
る
規
則
だ
。
恐
ら
く
日
本
の
漢
詩
人
は
、
本
場
の
作
家

　
　
よ
り
も
此
の
規
則
を
や
か
ま
し
く
云
つ
た
ら
う
が
、
原
音
四
声
の
心
得
が

　
　
あ
ち
ら
の
子
供
ほ
ど
に
も
行
か
ぬ
故
、
畢
竟
徒
労
だ
、
生
れ
る
と
直
ぐ
に

　
　
耳
に
つ
い
て
ゐ
る
原
音
、
之
は
学
問
で
は
推
し
切
れ
な
い
、
漢
字
を
五
字

　
　
づ
つ
或
は
七
字
づ
つ
行
列
さ
せ
て
、
先
づ
普
通
の
日
本
人
に
は
読
み
に
く

　
　
き
物
を
作
り
、
次
に
韻
字
平
仄
に
骨
を
折
つ
て
、
本
場
の
チ
ン
プ
ン
カ
ン

　
　
プ
ン
に
珍
重
さ
れ
ず
、
日
本
読
み
に
は
無
関
係
、
何
に
も
な
ら
ぬ
話
。
」

　
放
庵
は
何
に
も
な
ら
ぬ
と
云
つ
て
ゐ
る
が
、
し
か
し
今
の
日
本
で
は
、
漢
詩

作
法
な
ど
い
ふ
入
門
書
が
依
然
と
し
て
新
た
に
刊
行
さ
れ
て
居
り
、
詩
吟
な
ど

云
ふ
も
の
も
（
私
は
こ
の
詩
吟
な
る
も
の
の
調
子
を
好
ん
で
ゐ
る
訳
で
は
な
い

が
）
相
変
ら
ず
流
行
し
て
ゐ
る
。
こ
の
事
実
は
、
た
だ
馬
鹿
げ
た
話
だ
と
け
な

し
た
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。

　
畢
竟
、
日
本
読
み
に
す
る
漢
詩
は
、
日
本
の
詩
で
あ
つ
て
、
支
那
の
詩
で
は

な
い
の
だ
。
か
う
し
た
日
本
の
漢
詩
を
、
支
那
人
が
支
那
の
詩
と
し
て
見
た
場

合
、
依
然
と
し
て
鑑
賞
に
値
す
れ
ば
、
こ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
し
か

し
さ
う
で
な
い
か
ら
と
云
つ
て
、
日
本
読
み
に
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
日
本
の

漢
詩
は
、
日
本
の
詩
と
し
て
依
然
独
立
の
存
在
価
値
を
保
つ
こ
と
を
妨
げ
な
い

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
を
か
に
き
て
　
ほ
が
ら
か
に

　
　
　
な
く
や
う
ぐ
ひ
す
あ
り
し
ひ
の

　
　
　
た
に
ま
の
ゆ
き
に
ま
じ
へ
た
る

　
　
　
こ
ほ
る
な
み
だ
は
し
る
ひ
と
ぞ
し
る

　
佐
藤
春
夫
の
こ
の
詩
は
、
仮
名
ば
か
り
で
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
其

の
美
し
さ
を
増
し
て
ゐ
る
。
少
く
と
も
漢
字
と
仮
名
の
混
用
よ
り
生
ず
る
醜
さ

か
ら
免
れ
て
ゐ
る
。
和
歌
を
万
葉
仮
名
で
書
く
人
が
あ
る
の
も
、
紙
に
書
い
た

上
で
の
斯
か
る
醜
さ
を
避
け
て
居
る
の
で
あ
り
、
画
家
が
自
分
の
作
品
に
字
を

題
す
る
場
合
、
仮
名
混
り
の
文
章
を
嫌
ふ
の
も
、
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
。
象

形
文
字
と
音
符
文
字
と
、
全
然
性
格
を
異
に
す
る
文
字
を
混
用
し
て
は
、
ど
ん

な
に
工
夫
し
て
も
美
し
く
は
書
け
な
い
。
文
字
そ
の
も
の
が
混
雑
し
て
居
る
か

ら
で
あ
る
。
漢
字
と
仮
名
を
混
用
し
た
和
歌
や
俳
句
が
普
通
に
は
小
さ
な
短
冊

に
書
か
れ
、
漢
詩
が
大
き
な
画
箋
紙
な
ど
に
大
書
さ
れ
る
の
と
趣
を
異
に
し
て

ゐ
る
の
は
、
そ
の
関
係
か
ら
で
あ
る
。

　
支
那
で
の
み
書
道
な
る
も
の
が
発
達
し
た
の
も
、
象
形
文
字
の
美
し
さ
か
ら

で
あ
る
。
ロ
ー
マ
字
国
で
は
字
を
書
い
て
楽
む
人
は
な
い
。

　
漢
字
の
魅
力
は
、
日
本
人
が
未
だ
に
漢
詩
を
作
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
七
年
不
到
楓
橋
寺
　
　
　
　
七
年
到
ら
ず
楓
橋
の
寺
、

　
　
　
客
枕
依
然
半
夜
鐘
　
　
　
　
客
枕
依
然
、
半
夜
の
鐘
。

　
　
　
風
月
未
須
輕
感
慨
　
　
　
　
風
月
未
だ
軽
々
し
く
感
慨
す
る
を
須
ゐ
ず
、

　
　
　

　
　
　
巴
山
此
去
尚
千
里
　
　
　
　
巴
山
此



を
去
る
尚
ほ
千
里
。

こ
れ
は
宿
楓
橋
と
題
す
る
陸
放
翁
の
詩
だ
が
、
私
は
之
を
次
の
や
う
に
訳
し
て

見
た
。

16閑人詩話



　
　
　
七
年






ぶ
り
に
来
て
み
れ
ば

　
　
　
ま
く
ら
に
か
よ
ふ
楓
橋
の

　
　
　
む
か
し
な
が
ら
の
寺
の
鐘

　
　
　
鐘
の
ひ
び
き
の
悽



し
く
も

　
　
　
そ
そ
ぐ
泪
は
を
し
め
か
し

　
　
　
身
は
蜀
に
入
る
客
に
し
て

　
　
　
巴
山
は
と
ほ
し
千
里
の
北

　
試
に
こ
れ
を
人
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
の
言
ふ
に
は
、
な
る
ほ
ど
訳
詩

は
相
当
の
出
来
栄
え
だ
が
、
し
か
し
原
詩
を
日
本
読
み
に
し
た
場
合
の
特
殊
の

味
は
出
て
居
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
尤
も
な
話
だ
。
そ
し
て
之
は
も
ち

ろ
ん
私
の
不
才
に
因
る
の
で
も
あ
ら
う
が
、
し
か
し
日
本
読
み
の
漢
文
調
ま
た

は
漢
詩
調
よ
り
受
け
る
吾
々
の
感
覚
は
、
元
来
独
特
な
も
の
で
、
こ
れ
に
代
は

る
べ
き
表
現
は
他
に
な
い
の
で
あ
る
。

　
佐
藤
春
夫
の
車
塵
集
は
五
十
首
に
近
い
漢
詩
の
翻
訳
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
が
、

そ
の
原
詩
が
何
れ
も
女
子
の
作
品
で
あ
り
、
謂
は
ゆ
る
風
雲
の
気
少
く
児
女
の

情
多
き
も
の
で
あ
る
の
は
、
必
ず
し
も
偶
然
で
は
な
い
。
か
う
し
た
種
類
の
も

の
は
、
漢
字
に
た
よ
ら
な
い
日
本
語
で
表
現
す
る
こ
と
が
、
比
較
的
に
容
易
だ

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
理
由
で
、
維
新
当
時
の
志
士
が
そ
の
風
雲
の
気
を

好
ん
で
漢
詩
に
托
し
た
の
も
、
や
は
り
偶
然
で
は
な
い
。
彼
等
は
漢
字
と
漢
詩

調
を
借
り
な
け
れ
ば
表
現
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
鬱
勃
た
る
気
概
を
胸
中
に
抱

い
て
居
た
の
で
あ
る
。
近
く
は
乃
木
大
将
の
「
征
馬
前



ま
ず
人
語
ら
ず
、
金
州

城
外
斜
陽
に
立
つ
」
の
詩
に
し
て
も
、
そ
の
時
の
感
情
は
か
う
し
た
形
式
以
外

に
適
当
な
表
現
は
な
く
、
支
那
人
が
見
て
感
心
し
よ
う
が
、
感
心
す
ま
い
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
最
初
か
ら
少
し
も
問
題
に
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
日
本
人
の
描
く
油
絵
や
水
絵
が
、
今
日
で
は
、
す
で
に
洋
画
で
は
な
く
、
日

本
画
と
な
つ
て
ゐ
る
と
同
じ
や
う
に
、
漢
詩
は
既
に
久
し
い
以
前
か
ら
日
本
の

詩
と
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
漢
字
が
す
で
に
日
本
字
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
と
関

聯
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
日
吾
々
の
用
ひ
る
漢
字
の
発
音
は
、
元
と
支
那
か
ら
渡
来
し
た
も
の
に
相

違
は
な
い
が
、
し
か
し
現
代
の
日
本
人
は
現
代
の
支
那
人
と
全
く
違
つ
た
発
音

の
系
統
を
維
持
し
て
居
り
、
か
か
る
発
音
を
な
す
も
の
と
し
て
は
、
日
本
の
漢

字
は
最
早
や
日
本
だ
け
の
国
字
と
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
か
か
る
日
本
流
の
漢

字
は
、
長
い
長
い
年
数
の
間
に
す
つ
か
り
日
本
人
の
言
語
の
中
に
融
け
込
み
、

深
い
深
い
根
を
お
ろ
し
て
し
ま
つ
て
、
今
日
吾
々
の
言
語
は
、
漢
字
の
助
け
な

し
に
は
理
解
さ
れ
得
な
い
ほ
ど
の
も
の
に
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
戦

車
だ
の
飛
行
機
だ
の
と
云
つ
て
も
、
漢
字
を
当
て
は
め
て
見
な
け
れ
ば
意
味
が

通
ぜ
ず
、
英
語
を
嫌
つ
て
野
球
用
語
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
投
手
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

を
捕
手
な
ど
と
云
つ
て
見
た
と
こ
ろ
で
、
や
は
り
漢
字
を
当
て
は
め
て
み
な
け

れ
ば
意
味
は
通
じ
な
い
の
で
あ
る
。

　
漢
字
が
長
い
年
数
を
か
け
て
こ
ん
な
に
ま
で
日
本
人
の
生
活
に
喰
ひ
入
つ
た

こ
と
の
好
し
悪
し
は
、
別
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
言
語
の
発
達
の
た
め
、

あ
る
ひ
は
不
幸
な
出
来
事
で
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
日
本
人
が
善

か
れ
悪
か
れ
か
う
し
た
漢
字
を
日
用
の
文
字
と
し
て
用
ひ
て
ゐ
る
限
り
は
、
そ

の
漢
字
を
五
字
づ
つ
並
べ
た
り
七
字
づ
つ
並
べ
た
り
し
て
、
謂
は
ゆ
る
漢
詩
な

る
も
の
を
作
る
の
は
、
放
庵
の
言
ふ
や
う
に
何
に
も
な
ら
ぬ
話
で
は
な
い
。
た

だ
吾
々
は
、
そ
れ
が
日
本
の
詩
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
支
那
人
の
作
詩
法

と
は
違
つ
た
独
自
の
法
則
を
、
自
律
的
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
だ
け
の
こ
と

で
あ
る
。

17



　
　
（
追
記
）
「
夜
半
の
鐘
声
」
に
つ
い
て
は
、
別
に
『
陸
放
翁
鑑
賞
』
の
中

　
　
で
悉
し
く
書
い
て
お
い
た
。
た
だ
そ
こ
で
は
王
漁
洋
の
次
の
詩
の
こ
と
を

　
　
書
き
漏
ら
し
た
と
思
ふ
か
ら
、
こ
こ
に
之
を
書
き
写
し
て
お
く
。

　
　
　
　
日
暮
東
塘
正
落
潮
、
孤
篷
泊
處
雨
蕭
蕭
、
疎
鐘
夜
火
寒
山
寺
、
記
過

　
　
　
　
呉
楓
第
幾
橋
、
楓
葉
蕭
條
水
驛
空
、
離
居
千
里
恨
難
囘
、
十
年
舊
約

　
　
　
　
江
南
夢
、
獨
聽
寒
山
夜
半
鐘

　
　
王
漁
洋
も
寒
山
寺
の
夜
半
の
鐘
声
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
六
年
十
一
月
十
一
日
清
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
山
前
山
後
是
青
草
　
　
　
　
山
前
山
後
是
れ
青
草
、

　
　
　
盡
日
出
門
還
掩
門
　
　
　
　
尽
日
門
を
出
で
て
ま
た
門
を
掩
ふ
。

　
　
　
毎
思
骨
肉
在
天
畔
　
　
　
　
骨
肉
の
天
畔
に
在
る
を
思
ふ
毎
に
、

　
　
　
來
看
野
翁
憐
子
孫
　
　
　
　
来
り
て
見
る
野
翁
の
子
孫
を
憐
む
を
。

　
こ
れ
は
北
郭
の
閑
思
と
題
す
る
曹
※






（
晩
唐
）
の
詩
で
あ
る
。
彼
は
桂
州
の

人
で
、
洋
州
刺
史
と
な
つ
た
と
伝
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
桂
州
も
洋
州
も
ど
こ
に

当
る
の
か
、
私
に
は
今
分
か
ら
な
い
。
（
後
に
な
つ
て
調
べ
て
見
る
と
、
桂
州

は
今
の
広
西
省
桂
林
県
、
洋
州
は
今
の
陝
西
省
洋
県
で
あ
つ
た
。
）
た
だ
こ
の

詩
は
、
恐
ら
く
作
者
の
郷
里
を
遠
く
離
れ
た
任
地
で
の
作
で
あ
ら
う
、
と
思
ふ

だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
北
郭
と
い
ふ
の
は
、
多
分
そ
の
任
地
の
山
城
の
こ
と
で

あ
り
、
山
前
山
後
是
れ
青
草
と
云
ふ
の
は
、
そ
の
城
郭
の
あ
る
山
の
前
後
が
、

み
な
野
原
か
田
畑
に
な
つ
て
居
た
の
で
あ
ら
う
。
門
と
い
ふ
の
は
、
山
城
の
門

で
あ
る
。
そ
の
門
を
一
日
中
出
た
り
入
つ
た
り
し
て
ゐ
る
。
何
の
た
め
に
、
そ

ん
な
に
出
た
り
入
つ
た
り
す
る
の
か
？
　
城
に
ゐ
て
気
の
紛
れ
る
為
事
が
な
い

と
、
遠
く
天
涯
に
ゐ
る
肉
親
の
こ
と
が
思
ひ
出
さ
れ
て
な
ら
ぬ
、
す
る
と
、
つ

い
ふ
ら
〳
〵
と
門
を
出
て
、
村
の
老
人
た
ち
が
子
や
孫
を
可
愛
が
つ
て
ゐ
る
様

子
を
見
て
来
る
の
だ
。
　
　
か
う
い
ふ
の
が
此
の
詩
の
意
味
で
あ
ら
う
。

　
私
た
ち
の
手
許
に
一
年
間
預
か
つ
て
ゐ
た
幼
け
な
い
孫
が
、
迎
ひ
に
来
た
母

と
姉
と
一
緒
に
、
今
日
は
愈
〻
上
海
に
向
け
て
立
つ
。
こ
れ
か
ら
私
も
何
遍
と

な
く
「
骨
肉
の
天
畔
に
在
る
を
思
ふ
」
の
日
が
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
年
を
取
つ

て
ゐ
る
私
に
は
、
「
来
り
て
見
る
野
翁
の
子
孫
を
憐
む
を
」
と
い
ふ
句
が
、
如

何
に
も
痛
切
に
感
じ
ら
れ
る
。
私
は
老
母
と
も
遠
く
離
れ
て
生
活
し
て
ゐ
る
が
、

老
親
を
思
ふ
の
情
と
穉
孫
を
愛
す
る
の
情
と
は
、
お
の
づ
か
ら
別
で
あ
る
。
私

は
こ
の
詩
の
結
句
を
見
て
、
当
時
作
者
は
孫
か
さ
も
な
く
ば
年
少
の
子
を
有
つ

て
居
た
の
に
相
違
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。
門
を
出
で
て
野
翁
の
子
孫
を
憐
む
（
愛

撫
す
る
）
を
見
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
自
ら
子
孫
を
愛
撫
し
た
経
験
の
あ
る
人
で

な
け
れ
ば
成
し
得
な
い
句
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
六
年
十
一
月
十
四
日
稿
）
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